

































系）の学生を対象とするものである。3 年次生以上が受講可能。時間割は、月曜日の 1 限
目～4 限目（8:45~12:00）。シラバスに記載されている授業の目標は、「生徒の道徳性の涵
養は教育課程の一領域にとどまらず、ある意味で学校教育の中核に位置する事柄である。










科書として、丸山恭司編『教師教育講座 第 7 巻 道徳教育指導論』（協同出版、2014 年）
を使用している。 





受講登録者は 181 名で、その大半が 3 年次生である。専攻の内訳は、第二類（科学文化
教育系）が 105 名、第三類（言語文化教育系）が 75 名、そして教育学研究科（博士課程










（１）日時    2015 年 5 月 25 日（月）8:45～12:00（途中休憩あり） 




























































展開 時間 担当者 内容 
先生の導入 20 丸山先生 
・先週のフィードバック 
・試験の説明 
講義 45 安喰 ・ケースの主題「道徳と科学」について講義（第 3章） 







休憩 7     



















































































































































度を育てるよう努めること」（文部科学省「中学校 特別の教科 道徳 一部改正学習指導










































































































































































































































































































































































































































































































第 1 回 道徳・規範・社会 
①道徳の語義 ②内省としての道徳 ③現代社会における道徳教育の課題 
 22 
 
第 2 回 道徳教育に期待するということ 
①道徳教育に対する期待 ②道徳教育の強制と他者支配の暴力 ③善意の罠に陥らな
いために 
第 3 回 道徳の諸科学 
①道徳と科学 ②デュルケーム教育思想と「科学」 
第 4 回 道徳性の発達 
①道徳性発達に関する諸説 ②道徳性発達に関する諸説の課題と展望 
第 5 回 市民性育成としての道徳教育 1 
①話し合いの方法・手順 ②話し合い能力の発達段階 ③発達段階に応じた話し合いの
指導 
第 6 回 市民性育成としての道徳教育 2 
①話し合いの難しさ ②話し合い指導の技法 
第 7 回 西洋における道徳教育の歴史 
①道徳に対する問いの発生 ②近代化と道徳 
第 8 回 日本における道徳教育の歴史 
①近世以前の道徳教育 ②近代の道徳教育 ③現代の道徳教育 
第 9 回 学校における道徳教育 1 
①学校における道徳教育のしくみ ②道徳教育の目標 ③道徳教育における評価 
第 10 回 学校における道徳教育 2 
①学校における道徳教育の指導体制 ②道徳教育の計画 
第 11 回 道徳教育の内容項目 
①学習指導要領における生命尊重 ②「食」から考える「いのち」 
第 12 回 道徳授業の方法 1 
①道徳授業の類型 ②「価値明確化」の道徳授業 ③モラルジレンマ授業 
第 13 回 道徳授業の方法 2 
①道徳授業のねらい ②効果的な道徳授業の実践 
第 14 回 中学校における道徳授業の実際 1 
①中学校の道徳の時間の特徴 ②授業における発問の意義 
第 15 回 中学校における道徳授業の実際 2 
①情報モラル教育の必要性 ②情報モラル教育の授業実践 
 
※試験を実施する。 
※15 回の授業の順番が入れ替わる場合がある。 
 
